
 

 

 

施設名 指定管理者名 評価 評価内容 

東永谷 

地域 

ケアプラザ 

（社福） 

横浜市社会福祉協

議会 

Ａ 

【地域活動・交流】 

●昨年に引き続き、「支えあいマップ」をツールに地域の 

皆さまと共に、地域ごとの現状と課題を見出し、それを 

踏まえた地域支援の取組みが継続されています。 

また、平成 28年度に新たに加わった生活支援体制整備 

事業に絡め、医療関係、他地域ケアプラザ、区役所、 

区社会福祉協議会などを含めた組織連携が図られてい 

ます。 

 

●地域行事や団体定例会などあらゆる機会を逃さず積極 

的に、地域ケアプラザの機能等の周知を行っています。 

平成 28年度は、南高校とのこれまでのつながりから、 

文化祭に出店し、高校生に対して、ささいな事でも誰か 

のためになることを伝えられる機会となっています。 

また、地域の担い手として活躍していただくことを展望 

に置いた、子どもから高齢者まで参加しやすい様々な事 

業の実施など、幅広い地域人材の発掘に工夫して取り組 

んでいます。 

 

【地域包括支援センター】 

●支え合いマップの取り組みを地域３か所で展開し、地域

のつながりの把握と地域活動を支える研修を実施する

など具体的な対策を推進しています。また、在宅での看

取りをテーマに支援関係者のみならず、地域住民も対象

にしたシンポジウムで医療、介護の実情を知らせ、参加

者自身がそれぞれの立場で考える機会をつくることが

できました。他事業どうしともつながり、継続して課題

に取り組める展開を期待します。困難事例について、早

い段階で区と連携が進んできました。 

 

●地域に根差したシンポジウムを開催し、医療との関係づく

りを推進させました。コンビニ、商店、郵便局を加えた協

議体を年度内開催したプロセスは大変評価します。日頃の

支援から地域の魅力ある企画を数々と生み出し、地域の課

題に応じた新たな社会資源をすでに創出しています。今後

も地域のよきパートナーとして、具体的な取組を推進して

いってください。 

 

 

  


